
(57)【要約】

【課題】身体組織の一部を収容し、写真及び文字情報が

彫刻され、常に身に付けておくことのできる装身具を提

供することを課題とする。

【解決手段】装身具１は、銀を素材として形成された蓋

体２、及びステンレスを素材として形成され、蓋体２と

嵌合する収容部３から構成され、内部に乳歯の欠片４を

収容可能な収容空間を有する略箱型の装身具本体と、金

を素材として形成され、蓋体２に装着される装飾部６と

、装身具本体の嵌合状態を固定する棒軸７ａ等とを具備

してネックレスに形成されている。そして、装身具本体

の表面には、装身具１の使用者の家族の写真や本人の氏

名等に関する文字情報が直接彫刻されている。

【選択図】　　　　図４
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 宝 石 ま た は 貴 金 属 を 素 材 と し て 形 成 さ れ た 装 飾 部 と 、
　 前 記 装 飾 部 が 装 着 さ れ る 蓋 体 、 及 び 前 記 蓋 体 と 嵌 合 可 能 に 形 成 さ れ た 収 容 部 と を 有 し 、
内 部 に 形 成 さ れ た 収 容 空 間 に 人 間 ま た は 動 物 の 身 体 組 織 の 一 部 が 収 容 さ れ る 装 身 具 本 体 と
、
　 前 記 装 身 具 本 体 の 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 の 嵌 合 状 態 を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、
　 前 記 装 飾 部 を 前 記 装 身 具 本 体 に 装 着 し た 状 態 を 固 定 す る 固 定 手 段 と
を 具 備 し 、
　 前 記 蓋 体 ま た は 前 記 収 容 部 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 は 、
装 身 す る 使 用 者 ま た は 前 記 収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 前 記 身 体 組 織 の 一 部 と 関 連 す る 写 真 が 彫
刻 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 身 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 宝 石 ま た は 貴 金 属 を 素 材 と し て 形 成 さ れ た 装 飾 部 と 、
　 前 記 装 飾 部 が 装 着 さ れ る 蓋 体 、 及 び 前 記 蓋 体 と 嵌 合 可 能 に 形 成 さ れ た 収 容 部 と を 有 し 、
内 部 に 形 成 さ れ た 収 容 空 間 に 人 間 ま た は 動 物 の 身 体 組 織 の 一 部 が 収 容 さ れ る 装 身 具 本 体 と
、
　 前 記 装 身 具 本 体 の 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 の 嵌 合 状 態 を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、
　 前 記 装 飾 部 を 前 記 装 身 具 本 体 に 装 着 し た 状 態 を 固 定 す る 固 定 手 段 と
を 具 備 し 、
　 前 記 蓋 体 ま た は 前 記 収 容 部 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 は 、
　 装 着 す る 使 用 者 ま た は 前 記 収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 前 記 身 体 組 織 の 一 部 と 関 連 す る 文 字 情
報 が 彫 刻 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 身 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 蓋 体 は 、
　 外 周 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 蓋 枠 体 を 有 し 、
　 前 記 収 容 部 は 、
　 外 周 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 蓋 枠 体 と 嵌 合 可 能 な 収 容 枠 体 を 有 し 、
　 前 記 保 持 手 段 は 、
　 前 記 蓋 枠 体 に 貫 設 さ れ た 蓋 体 孔 部 と 、
　 前 記 収 容 部 の 前 記 蓋 体 孔 部 と 相 対 す る 位 置 に 貫 設 さ れ た 収 容 孔 部 と 、
　 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 が 嵌 合 さ れ た 状 態 で 前 記 蓋 体 孔 部 及 び 前 記 収 容 部 に 貫 挿 さ れ る
棒 軸 と 、
　 前 記 棒 軸 が 前 記 蓋 体 孔 部 及 び 前 記 収 容 孔 部 に 挿 入 さ れ た 状 態 を 保 持 す る 軸 保 持 手 段 と
を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 身 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 装 飾 部 は 、
　 少 な く と も 一 部 に 貫 設 さ れ た 装 飾 孔 部 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 棒 軸 は 、
　 前 記 装 飾 部 が 前 記 蓋 体 に 装 着 さ れ た 状 態 で 前 記 蓋 体 孔 部 、 前 記 収 容 孔 部 、 及 び 前 記 装 飾
孔 部 に 挿 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 身 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 嵌 合 さ れ た 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 の 間 隙 、 ま た は 装 着 さ れ た 前 記 装 飾 部 及 び 前 記 蓋 体
の 間 隙 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 前 記 収 容 空 間 を 水 密 状 態 に 保 持 す る た め の 水 密 充 填
材 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 身
具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 装 身 具 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 内 部 に 毛 髪 、 爪 、 及 び 皮 膚 等 の 身 体 組 織
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の 一 部 を 収 容 し 、 外 面 に 写 真 及 び 文 字 を 彫 刻 す る こ と が 可 能 な 装 身 具 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 身 体 装 飾 と し て ネ ッ ク レ ス 、 ペ ン ダ ン ト 、 ブ ロ ー チ 、 及 び 指 輪 等 の 装 身 具 が
愛 用 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 装 身 具 の 中 に は 、 大 切 な 人 や ペ ッ ト 等 の 動 物 の 写 真 を 入
れ て お く こ と の で き る ロ ケ ッ ト ペ ン ダ ン ト が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 家 族 や 恋 人 等 と 長 期
間 に 渡 っ て 離 れ て 暮 ら し て い る 場 合 や 、 海 外 旅 行 等 に 出 か け る 場 合 、 ま た は 、 家 族 の 一 員
と し て 大 切 な 存 在 で あ っ た ペ ッ ト が 死 ん で し ま っ た 場 合 等 に 使 用 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 大 切 な 人 の 毛 髪 等 を お 守 り と し て 携 帯 す る こ と 等 が 、 従 来 よ り 行 な わ れ て い る 。
こ の と き は 、 毛 髪 等 を お 守 り 袋 に 入 れ た り 、 箱 に 入 れ て 携 帯 す る こ と が 多 か っ た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た ロ ケ ッ ト ペ ン ダ ン ト に 写 真 を 入 れ る 場 合 、 写 真 は 、 時 間 の 経 過
と と も に 劣 化 し 、 色 褪 せ て し ま っ た り 、 ペ ン ダ ン ト か ら 写 真 が 外 れ て し ま う お そ れ が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 毛 髪 等 を お 守 り 袋 、 ま た は 箱 等 に 入 れ て 携 帯 す る 場 合 、 こ れ ら お 守 り 袋 等 は 、 内
部 に 水 が 浸 入 す る お そ れ が あ る た め 、 装 身 具 の 使 用 者 が 入 浴 し た り 、 プ ー ル に 入 る 場 合 等
に は 外 す 必 要 が あ り 、 肌 身 離 さ ず 身 に 付 け る こ と が 難 し い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み 、 大 切 な 人 等 の 身 体 組 織 を 収 容 可 能 と し 、 さ ら に そ
の 人 に 関 す る 写 真 等 の 情 報 を 表 面 に 彫 刻 し た 装 身 具 の 提 供 を 第 一 の 課 題 と し 、 さ ら に 、 入
浴 中 な ど で も 常 に 身 に 付 け て お く こ と の で き る 耐 水 性 に 優 れ た 装 身 具 の 提 供 を 第 二 の 課 題
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 に 係 る 装 身 具 は 、 「 宝 石 ま た は 貴 金 属 を 素 材 と し て 形 成 さ れ た 装 飾 部 と 、 前 記 装
飾 部 が 装 着 さ れ る 蓋 体 、 及 び 前 記 蓋 体 と 嵌 合 可 能 に 形 成 さ れ た 収 容 部 と を 有 し 、 内 部 に 形
成 さ れ た 収 容 空 間 に 人 間 ま た は 動 物 の 身 体 組 織 の 一 部 が 収 容 さ れ る 装 身 具 本 体 と 、 前 記 装
身 具 本 体 の 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 の 嵌 合 状 態 を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、 前 記 装 飾 部 を 前 記
装 身 具 本 体 に 装 着 し た 状 態 を 固 定 す る 固 定 手 段 と を 具 備 し 、 前 記 蓋 体 ま た は 前 記 収 容 部 の
少 な く と も い ず れ か 一 方 は 、 装 身 す る 使 用 者 ま た は 前 記 収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 前 記 身 体 組
織 の 一 部 と 関 連 す る 写 真 が 彫 刻 さ れ て い る 」 こ と を 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め の 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 装 身 具 と は 、 ペ ン ダ ン ト 、 ブ ロ ー チ 、 指 輪 、 キ ー ホ ル ダ ー 及 び ネ ッ ク レ ス 等 を
例 示 す る こ と が で き 、 さ ら に 装 身 具 本 体 と は 、 係 る 装 身 具 に 宝 石 や 貴 金 属 等 の 装 飾 部 が 装
着 さ れ る 前 の 指 輪 本 体 や ペ ン ダ ン ト ヘ ッ ド 等 が 相 当 す る も の で あ り 、 主 に 、 金 、 銀 、 ス テ
ン レ ス 、 及 び 真 鍮 等 の 金 属 製 の 素 材 に よ っ て 形 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 装 飾 部 に 含 ま れ る 宝 石 と は 、 非 金 属 の 鉱 物 等 で 色 彩 、 光 沢 等 が 美 し い も の で あ り
、 ダ イ ヤ モ ン ド 、 エ メ ラ ル ド 、 サ フ ァ イ ヤ 、 ル ビ ー 、 ガ ー ネ ッ ト 、 琥 珀 、 象 牙 、 珊 瑚 、 真
珠 等 が 挙 げ ら れ る 。 さ ら に 、 天 然 の 石 だ け で は な く 、 人 工 石 も 含 ま れ る 。 一 方 、 貴 金 属 と
は 、 白 金 、 金 、 銀 、 チ タ ン 等 の 希 少 価 値 の 高 い 金 属 材 料 が 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 身 体 組 織 の 一 部 と は 、 上 述 の 装 身 具 本 体 の 収 容 空 間 に 収 容 可 能 な 大 き さ に 調 製 さ
れ た も の で あ り 、 装 身 具 の 使 用 者 の 家 族 、 恋 人 等 の 毛 髪 、 爪 、 皮 膚 、 ま た は 遺 骨 等 が 例 示
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さ れ る 。 ま た 、 ペ ッ ト 等 の 毛 、 爪 、 歯 、 ま た は 骨 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 保 持 手 段 と は 、 収 容 部 と 蓋 体 と が 嵌 合 し た 状 態 を 安 定 し て 保 持 す る た め の も の で
あ り 、 例 え ば 、 収 容 部 と 蓋 体 と が 当 接 す る 面 に 接 着 剤 を 塗 布 し 、 嵌 合 す る こ と に よ っ て 接
着 す る も の 等 が 挙 げ ら れ る 。 加 え て 、 固 定 手 段 と は 、 蓋 体 に 装 着 さ れ る 装 飾 部 を 安 定 し て
保 持 す る た め の も の で あ り 、 例 え ば 、 上 述 の 保 持 手 段 と 同 様 に 、 蓋 部 と 当 接 す る 装 飾 部 の
面 に 接 着 剤 を 塗 布 し て 接 着 す る も の 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 蓋 体 ま た は 収 容 部 に 彫 刻 さ れ る 写 真 と は 、 例 え ば 、 本 考 案 の 装 身 具 の 使 用 者 の 家
族 ま た は 恋 人 等 の 画 像 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 係 る 写 真 は 、 銀 等 の 素 材 に 直 接 彫 刻 さ れ る た
め 、 経 時 的 な 変 化 を 受 け る こ と が 少 な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 本 考 案 の 装 身 具 に よ れ ば 、 二 つ に 分 離 可 能 な 装 身 具 の 内 部 に 収 容 空 間 が 形
成 さ れ る 。 こ の と き 、 装 身 具 の 使 用 者 が 大 切 に 思 う 人 ま た は 飼 育 し て い る ペ ッ ト 等 の 動 物
の 身 体 組 織 の 一 部 を 装 身 具 の 内 部 に 収 容 す る こ と が で き る 。 ま た 、 装 身 具 本 体 に は 装 身 具
の 使 用 者 が 希 望 す る 写 真 を 彫 刻 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 装 身 具 の 使 用 者 は 、 係 る 身 体 組 織
の 一 部 を 装 身 具 と と も に 常 に 身 に 付 け る こ と が で き る 。 さ ら に 、 装 身 具 本 体 に 彫 刻 さ れ た
写 真 は 劣 化 す る こ と な く 、 長 年 に 渡 っ て 身 に 付 け る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 に 係 る 装 身 具 は 、 「 宝 石 ま た は 貴 金 属 を 素 材 と し て 形 成 さ れ た 装 飾 部 と 、 前 記 装
飾 部 が 装 着 さ れ る 蓋 体 、 及 び 前 記 蓋 体 と 嵌 合 可 能 に 形 成 さ れ た 収 容 部 と を 有 し 、 内 部 に 形
成 さ れ た 収 容 空 間 に 人 間 ま た は 動 物 の 身 体 組 織 の 一 部 が 収 容 さ れ る 装 身 具 本 体 と 、 前 記 装
身 具 本 体 の 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 の 嵌 合 状 態 を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、 前 記 装 飾 部 を 前 記
装 身 具 本 体 に 装 着 し た 状 態 を 固 定 す る 固 定 手 段 と を 具 備 し 、 前 記 蓋 体 ま た は 前 記 収 容 部 の
少 な く と も い ず れ か 一 方 は 、 装 着 す る 使 用 者 ま た は 前 記 収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 前 記 身 体 組
織 の 一 部 と 関 連 す る 文 字 情 報 が 彫 刻 さ れ て い る 」 こ と を 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め の 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 装 身 具 、 装 身 具 本 体 、 及 び 装 飾 部 の 詳 細 に つ い て は 既 に 述 べ た も の が 適 用 可 能
で あ る た め 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 文 字 情 報 と は 、 文 字 、 数 字 、 及 び 記 号 を 含 む も の で あ り 、 例 え ば 、 装 着 す る 使
用 者 ま た は 収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 身 体 組 織 の 一 部 に 関 す る 人 等 の 氏 名 、 住 所 、 及 び 血 液 型
等 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 係 る 文 字 情 報 は 、 前 述 し た 写 真 と 同 様 に 金 属 製 の 素 材 に 直 接 刻 み
込 ま れ る も の で あ り 、 経 時 的 な 変 化 を 受 け る こ と が 少 な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 考 案 の 装 身 具 に よ れ ば 、 彫 刻 さ れ る 文 字 情 報 か ら 、 装 着 す る 本 人 ま た は
収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 身 体 組 織 の 一 部 に 関 す る 人 等 に 関 す る 情 報 を 得 る こ と が 可 能 に な る
。 そ の た め 、 万 が 一 、 装 身 具 の 使 用 者 が 災 害 な ど に 遭 遇 し た 場 合 で あ っ て も 、 身 元 確 認 の
一 手 段 と し て 活 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 装 身 具 を 、 「 前 記 蓋 体 は 、 外 周 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 蓋 枠 体 を 有 し 、 前 記
収 容 部 は 、 外 周 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 蓋 枠 体 と 嵌 合 可 能 な 収 容 枠 体 を 有 し 、 前 記 保
持 手 段 は 、 前 記 蓋 枠 体 に 貫 設 さ れ た 蓋 体 孔 部 と 、 前 記 収 容 部 の 前 記 蓋 体 孔 部 と 相 対 す る 位
置 に 貫 設 さ れ た 収 容 孔 部 と 、 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 が 嵌 合 さ れ た 状 態 で 前 記 蓋 体 孔 部 及
び 前 記 収 容 部 に 貫 挿 さ れ る 棒 軸 と 、 前 記 棒 軸 が 前 記 蓋 体 孔 部 及 び 前 記 収 容 孔 部 に 挿 入 さ れ
た 状 態 を 保 持 す る 軸 保 持 手 段 と を さ ら に 具 備 す る 」 も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 棒 軸 と は 、 前 述 の 蓋 体 孔 部 及 び 収 容 孔 部 に 挿 通 可 能 な 形 状 を 有 し 、 蓋 体 孔 部 ま た
は 収 容 孔 部 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 孔 深 さ よ り も 長 く 形 成 さ れ た 棒 状 部 材 で あ り 、 チ
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タ ン 、 金 、 銀 、 及 び ス テ ン レ ス 等 の 硬 質 の 素 材 で 形 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 軸 保 持 手 段 と は 、 蓋 体 孔 部 及 び 収 容 孔 部 に 棒 軸 が 挿 通 さ れ た 状 態 を 安 定 し て 保 持
す る も の で あ り 、 例 え ば 、 棒 軸 を 挿 通 し た 状 態 で 蓋 体 孔 部 の 周 辺 の 蓋 枠 体 の 外 側 面 を 切 り
タ ガ ネ で 彫 り 起 こ し 、 被 せ る よ う に 倒 す こ と に よ り 棒 軸 が 挿 通 さ れ た 状 態 を 保 持 す る も の
等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 本 考 案 の 装 身 具 に よ れ ば 、 収 容 部 に 蓋 体 を 嵌 合 す る と 、 蓋 体 及 び 収 容 部 に
そ れ ぞ れ 貫 設 さ れ た 蓋 体 孔 部 及 び 収 容 孔 部 に よ っ て 一 本 の 孔 空 間 が 形 成 さ れ る 。 こ の と き
、 係 る 孔 空 間 に 棒 軸 を 挿 通 す る こ と に よ り 蓋 体 の 収 容 部 に 対 し て 離 間 す る 方 向 へ の 移 動 を
制 限 す る こ と が 可 能 に な る 。 さ ら に 、 具 体 的 に 説 明 す る と 、 形 成 さ れ た 孔 空 間 に 棒 軸 が 挿
通 さ れ た 状 態 に あ る と 、 蓋 体 孔 部 及 び 収 容 孔 部 の 当 接 面 に 棒 軸 の 一 部 が 介 在 し て い る こ と
に な る 。 そ の た め 、 蓋 体 ま た は 収 容 部 の い ず れ か 一 方 に 、 前 述 の 方 向 に 力 が 加 え ら れ た 場
合 、 蓋 体 孔 部 ま た は 収 容 孔 部 の 内 孔 面 が 棒 軸 に 接 触 し 、 そ れ 以 上 の 移 動 が 制 限 さ れ る 。 そ
の 結 果 、 前 述 の 離 間 方 向 へ の 移 動 が 制 限 さ れ た 蓋 体 ま た は 収 容 部 に よ り 、 蓋 体 の 収 容 部 へ
の 嵌 合 状 態 を 安 定 し た も の に す る こ と が 可 能 に な る 。 加 え て 、 蓋 体 を 収 容 部 に 嵌 合 し た 場
合 、 蓋 体 及 び 収 容 部 に 形 成 さ れ る 蓋 枠 体 と 収 容 枠 体 と が 当 接 す る こ と に よ り 、 棒 軸 の 軸 方
向 に 沿 っ た 蓋 体 の 移 動 も 併 せ て 制 限 さ れ る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 互 い に 直 交 す る 二 方 向
へ の 移 動 が 制 限 さ れ た 蓋 体 は 、 嵌 合 さ れ た 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 装 身 具 を 、 「 前 記 装 飾 部 は 、 少 な く と も 一 部 に 貫 設 さ れ た 装 飾 孔 部 を さ ら に
有 し 、 前 記 棒 軸 は 、 前 記 装 飾 部 が 前 記 蓋 体 に 装 着 さ れ た 状 態 で 前 記 蓋 体 孔 部 、 前 記 収 容 孔
部 、 及 び 前 記 装 飾 孔 部 に 挿 入 さ れ る 」 も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 装 飾 孔 部 と は 、 装 飾 部 に 穿 設 さ れ た 貫 通 孔 で あ り 、 上 述 の 棒 軸 が 挿 通 可 能 な 孔
径 を 有 す る も の を い う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 考 案 の 装 身 具 に よ れ ば 、 蓋 体 孔 部 、 収 容 孔 部 、 及 び 装 飾 孔 部 に よ っ て 、
一 本 の 棒 軸 を 挿 通 可 能 な 孔 部 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 係 る 孔 部 に 棒 軸 を 挿 通 し 、 挿 通 し た
状 態 を 保 持 す る こ と に よ り 、 上 述 し た 蓋 体 孔 部 、 収 容 孔 部 、 及 び 棒 軸 か ら な る 構 成 に よ る
保 持 手 段 と 同 様 に 、 互 い に 直 交 す る 二 方 向 へ の 装 飾 部 の 蓋 体 に 対 す る 移 動 を 制 限 す る こ と
が 可 能 に な る 。 こ れ に よ っ て 、 装 飾 部 を 蓋 体 に 装 着 し た 状 態 を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 装 身 具 を 「 嵌 合 さ れ た 前 記 蓋 体 及 び 前 記 収 容 部 の 間 隙 、 ま た は 装 着 さ れ た 前
記 装 飾 部 及 び 前 記 蓋 体 の 間 隙 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 前 記 収 容 空 間 を 水 密 状 態 に 保
持 す る た め の 水 密 充 填 材 を さ ら に 具 備 す る 」 も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 水 密 充 填 材 と は 、 装 身 具 が 水 に 浸 か っ た 場 合 等 に 、 蓋 体 及 び 収 容 部 の 間 隙 、 ま
た は 装 飾 部 及 び 蓋 体 の 間 隙 か ら 水 が 浸 入 す る こ と を 防 ぐ も の で あ り 、 例 え ば 、 パ テ や 接 着
剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 こ の 場 合 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 が 耐 久 性 に 優 れ 、 無 色 透 明 で あ る た
め 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 考 案 の 装 身 具 に よ れ ば 、 装 身 具 本 体 と 蓋 体 部 が 形 成 す る 間 隙 に 水 密 充 填
剤 を 充 填 す る こ と に よ っ て 収 容 空 間 が 隙 間 な く 閉 塞 さ れ る 。 こ の と き 、 収 容 空 間 が 水 密 状
態 に な り 、 装 身 具 が 水 に 浸 さ れ て も 、 収 容 空 間 に 水 が 浸 入 す る こ と が な く な る 。 そ の 結 果
、 内 部 に 収 容 さ れ た 身 体 組 織 が 水 に 浸 か る こ と が 少 な く な り 、 身 体 組 織 の 変 質 及 び 劣 化 が
起 こ る こ と が な い 。 こ れ に よ っ て 、 例 え ば 、 入 浴 し た り 、 プ ー ル に 入 る 際 に も 装 身 具 を 外
す 必 要 は な く な り 、 常 に 身 に 付 け て お く こ と が で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 上 述 の よ う に 、 本 考 案 の 装 身 具 に よ れ ば 、 装 身 具 の 使 用 者 の 希 望 に 応 じ て 、 装 身 具 の 内
部 に 形 成 さ れ る 収 容 空 間 に 身 体 組 織 の 一 部 を 収 容 す る こ と が で き る と と も に 、 装 身 具 の 表
面 に 装 身 具 の 使 用 者 が 希 望 す る 写 真 及 び 文 字 情 報 を 彫 刻 す る こ と が で き る 。 ま た 、 収 容 空
間 を 水 密 状 態 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 装 身 具 の 使 用 者 は 、 入 浴 す る 場 合 等 も
含 め 、 装 身 具 を 常 に 身 に 付 け る こ と が 可 能 に な り 、 亡 く な っ た 家 族 の こ と を 思 い 起 こ し た
り 、 離 れ て 暮 ら す 恋 人 の こ と を 身 近 に 感 じ た り す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 で あ る 装 身 具 １ に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 基 づ い て 詳 細 に 説
明 す る 。 こ こ で 、 図 １ は 装 身 具 １ の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 装 身 具 １ の 構 成 を 示
す 背 面 図 で あ り 、 図 ３ は 装 身 具 １ の 構 成 を 示 す 図 １ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は
装 身 具 １ の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 装 身 具 １ は 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 、 銀 を 素 材 と し て 形 成 さ れ た 蓋 体
２ 、 及 び ス テ ン レ ス を 素 材 と し て 形 成 さ れ 、 蓋 体 ２ に 嵌 合 す る 収 容 部 ３ か ら 構 成 さ れ 、 内
部 に 身 体 組 織 を 収 容 可 能 な 収 容 空 間 Ｓ を 有 す る 略 箱 型 の 装 身 具 本 体 ５ と 、 金 を 素 材 と し て
形 成 さ れ 、 蓋 体 ２ に 装 着 さ れ る 装 飾 部 ６ と 、 装 身 具 本 体 ５ 及 び 装 飾 部 ６ を 貫 通 す る 棒 軸 ７
ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ と 、 蓋 体 ２ の 上 端 部 に 設 け ら れ 、 環 孔 部 ８ を 有 す る 上 端 部 ２ ａ と を 主 に 具
備 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 装 身 具 １ は 、 収 容 空 間 Ｓ に 装 身 具 の 使 用 者
の 娘 ま た は 息 子 等 の 家 族 の 乳 歯 の 欠 片 ４ を 身 体 組 織 と し て 収 容 し 、 環 孔 部 ８ に 鎖 を 通 す こ
と に よ っ て ネ ッ ク レ ス と し て 使 用 す る も の を 例 示 し て 説 明 を 行 な う も の と す る 。 ま た 、 説
明 を 簡 略 化 す る た め に 、 鎖 の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 収 容 部 ３ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 収 容 部 ３ は 略 四 角 形 状 を 呈 す る 収 容 板 部 ３ ａ
と 、 係 る 収 容 板 部 ３ ａ の 一 方 の 面 か ら ほ ぼ 外 周 形 状 に 沿 っ て 垂 設 さ れ る 収 容 枠 体 ３ ｂ と が
一 体 的 に 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。 そ し て 、 収 容 枠 体 ３ ｂ の 互 い に 対 向 す る 一 対 の 収 容
枠 板 ３ ３ ａ 、 ３ ３ ｂ に は 相 対 す る 三 組 の 収 容 孔 部 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ が そ れ ぞ れ 貫 設 さ れ て
い る 。 ま た 、 収 容 板 部 ３ ａ の 収 容 枠 体 ３ ｂ と 逆 の 面 ３ ｃ に は 装 身 具 １ の 使 用 者 の 家 族 の 写
真 Ｐ が 彫 刻 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 蓋 体 ２ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 蓋 体 ２ は 略 四 角 形 状 を 呈 す る 蓋 板 部 ２ ｂ と 、 係
る 蓋 板 部 ２ ｂ の ほ ぼ 外 周 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ る 蓋 枠 体 ２ ｃ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る
。 そ し て 、 蓋 枠 体 ２ ｃ の 互 い に 対 向 す る 一 対 の 蓋 枠 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ に は 、 上 述 の 収 容 孔
部 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ と 相 対 す る 位 置 に 蓋 体 孔 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ が そ れ ぞ れ 貫 設 さ
れ て い る 。 ま た 、 蓋 板 部 ２ ｂ の 表 面 部 ２ ｄ に は 、 装 飾 部 ６ を 装 着 す る た め に 、 雫 型 の 装 着
孔 部 １ ２ が 穿 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 蓋 板 部 ２ ｂ の 表 面 部 ２ ｄ に は 装 身 具 の 使 用 者 の 氏 名
Ｎ 及 び 住 所 Ａ か ら な る 文 字 情 報 １ ３ が 彫 刻 さ れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 こ こ で 、 蓋 体 ２ の 蓋
体 枠 体 ２ ｃ の 内 周 面 １ ４ と 収 容 部 ３ の 収 容 枠 体 ３ ｂ の 外 周 面 １ ５ と が 同 一 の 形 状 で 形 成 さ
れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら を 嵌 合 す る こ と に よ り 装 身 具 本 体 ５ が 形 成 さ れ 、 係 る 装 身 具 本
体 ５ の 内 部 に は 、 収 容 枠 体 ３ ｂ 、 収 容 板 部 ３ ａ 、 及 び 蓋 板 部 ２ ｂ に よ っ て 囲 ま れ た 収 容 空
間 Ｓ が 形 成 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 装 飾 部 ６ に つ い て 、 詳 し く 説 明 す る 。 装 飾 部 ６ は 、 雫 を 模 し て 形 成 さ れ た 装 飾 体
６ ａ と 、 装 飾 体 ６ ａ の 背 面 （ 図 ３ に お け る 紙 面 右 側 に 相 当 ） か ら 延 設 し て 形 成 さ れ 、 装 着
孔 部 １ ２ の 内 側 面 と 略 同 形 の 外 周 形 状 を 備 え る 断 面 雫 型 の 装 着 部 ６ ｂ と を 有 し て 形 成 さ れ
て い る 。 そ し て 、 係 る 装 着 部 ６ ｂ に は 、 蓋 体 ２ に 装 着 さ れ た 際 に 収 容 孔 部 ９ ｃ 及 び 蓋 体 孔
部 １ １ ｃ と 相 対 す る 位 置 に 装 飾 孔 部 １ ０ が 貫 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 棒 軸 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 棒 軸 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ は
同 一 形 状 の も の で あ り 、 こ こ で は 、 棒 軸 ７ ａ に つ い て 説 明 を 行 な う 。 棒 軸 ７ ａ は 、 ス テ ン
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レ ス を 素 材 と し て 蓋 体 孔 部 １ １ ａ 及 び 収 容 孔 部 ９ ａ に 挿 通 可 能 な 棒 径 を 有 す る 部 材 で あ り
、 一 対 の 蓋 体 孔 部 １ １ ａ の 間 を 架 渡 可 能 な （ す な わ ち 、 蓋 体 ２ の 幅 長 さ に 略 一 致 す る ） 長
さ に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 こ こ で 、 収 容 孔 部 ９ ａ 及 び 蓋 体 孔 部 １ １ ａ は 相 対 す る よ う に
貫 設 さ れ て い る た め 、 略 同 一 線 上 に 位 置 す る 。 そ の 結 果 、 棒 軸 ７ ａ は 、 収 容 孔 部 ９ ａ 及 び
蓋 体 孔 部 １ １ ａ を 貫 挿 し た 状 態 と な る 。 な お 、 同 様 に 、 棒 軸 ７ ｂ は 、 収 容 孔 部 ９ ｂ 及 び 蓋
体 孔 部 １ １ ｂ に 貫 挿 さ れ る 。 ま た 、 棒 軸 ７ ｃ は 前 述 し た よ う に 、 収 容 孔 部 ９ ｃ 及 び 蓋 体 孔
部 １ １ ｃ に 加 え 、 装 飾 孔 部 １ ０ に 対 し て も 貫 挿 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 装 身 具 １ を 組 み 立 て る 手 順 に つ い て 主 に 図 ３ 及 び 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 ま ず
、 収 容 部 ３ の 収 容 枠 体 ３ ｂ の 枠 内 に 乳 歯 の 欠 片 ４ を 載 置 し た 状 態 で 収 容 枠 体 ３ ｂ の 外 周 面
１ ５ に 硬 化 タ イ プ の シ リ コ ー ン 樹 脂 １ ６ を 塗 布 す る 。 そ し て 、 収 容 枠 体 の 外 周 面 １ ５ と 蓋
枠 体 の 内 周 面 １ ４ と が 略 当 接 す る よ う に 蓋 体 ２ と 収 容 部 ３ と を 嵌 合 さ せ る 。 次 に 、 装 着 部
６ ｂ の 外 周 面 に シ リ コ ー ン 樹 脂 １ ６ を 塗 布 し 、 装 着 孔 部 １ ２ に 挿 入 し て 装 飾 部 ６ を 蓋 体 ２
に 装 着 す る 。 さ ら に 、 収 容 孔 部 ９ ａ 及 び 蓋 体 孔 部 １ １ ａ に 棒 軸 ７ ａ を 挿 通 さ せ 、 収 容 孔 部
９ ｂ 及 び 蓋 体 孔 部 １ １ ｂ に 棒 軸 ７ ｂ を 挿 通 さ せ 、 収 容 孔 部 ９ ｃ 及 び 蓋 体 孔 部 １ １ ｃ 及 び 装
飾 孔 部 １ ０ に 棒 軸 ７ ｃ を 挿 通 さ せ る 。 次 に 、 蓋 枠 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 蓋 体 孔 部 １ １ ａ ， １
１ ｂ ， １ １ ｃ の そ れ ぞ れ の 位 置 に 合 わ せ て ダ イ ヤ １ ７ を そ れ ぞ れ 設 置 し 、 係 る ダ イ ヤ １ ７
の 周 辺 の 蓋 枠 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ を 切 り タ ガ ネ 等 で 彫 り 起 こ し て 設 け た 爪 部 （ 図 示 し な い ）
を 、 ダ イ ヤ １ ７ の 外 表 面 の 一 部 に 被 せ る よ う に 倒 す こ と に よ っ て ダ イ ヤ １ ７ を 蓋 体 ２ に 留
め る 。 こ の と き 、 蓋 体 孔 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ は ダ イ ヤ １ ７ に よ っ て 閉 塞 さ れ 、 棒 軸
７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ が 挿 通 さ れ た 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 棒 軸 ７ ａ 等 に よ
り 蓋 体 ２ と 収 容 部 ３ と 装 飾 部 ６ と が 離 間 す る 方 向 （ 図 ３ に お け る 紙 面 左 右 方 向 に 相 当 ） へ
の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 す な わ ち 、 蓋 体 ２ と 収 容 部 ３ と の 嵌 合 状 態 が 保 持 さ れ る と と も に 、
装 飾 部 ６ の 装 身 具 本 体 ５ へ の 装 着 状 態 を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 シ リ コ ー ン 樹 脂
１ ６ が 本 考 案 に お け る 水 密 充 填 材 に 相 当 し 、 ダ イ ヤ １ ７ が 本 考 案 に お け る 軸 保 持 手 段 に 相
当 す る 。 ま た 、 棒 軸 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ 、 及 び 爪 部 が 本 考 案 に お け る 保 持 手 段 に 相 当 し 、 棒
軸 ７ ｃ 、 及 び 爪 部 が 本 考 案 に お け る 固 定 手 段 に 相 当 す る 。 な お 、 説 明 を 簡 略 化 す る た め に
、 図 ４ に お け る シ リ コ ー ン 樹 脂 １ ６ 及 び ダ イ ヤ １ ７ の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 上 述 の ダ イ ヤ １ ７ は 装 飾 の 一 部 と し て 認 識 さ れ る た め 、 蓋 枠 体 ２ ｃ に 設 け ら れ る
蓋 体 孔 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ に よ っ て 装 身 具 １ の 美 観 を 損 な う こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 装 身 具 の 使 用 者 は 、 家 族 の 身 体 組 織 の 一 部 を 装 身 具 １ の 内 部 に 形 成 さ れ る
収 容 空 間 Ｓ に 収 容 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 装 身 具 の 表 面 に は 装 身 具 の 使 用 者 の 文 字 情
報 １ ３ 及 び 家 族 の 写 真 Ｐ が 彫 刻 さ れ る 。 こ の と き 、 文 字 情 報 １ ３ 及 び 家 族 の 写 真 Ｐ は 銀 を
素 材 と し た 蓋 体 ２ 、 及 び ス テ ン レ ス を 素 材 と し た 収 容 部 ３ に 直 接 彫 刻 さ れ る た め 、 経 時 的
変 化 を 受 け る こ と が 少 な い 。 ま た 、 蓋 体 ２ と 収 容 部 ３ と の 間 隙 、 及 び 蓋 体 ２ と 装 飾 部 ６ と
の 間 隙 に シ リ コ ー ン 樹 脂 １ ６ を 充 填 し 硬 化 さ せ る こ と に よ っ て 収 容 空 間 Ｓ を 水 密 状 態 に 保
持 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 装 身 具 の 使 用 者 は 、 入 浴 す る 場 合 等 も 含 め 、 装 身 具 を
常 に 身 に 付 け る こ と が 可 能 に な り 、 大 切 な 家 族 の こ と を 思 い 起 こ し た り 、 身 近 に 感 じ た り
す る こ と が で き る 。 ま た 、 自 身 に 関 す る 文 字 情 報 １ ３ を 装 身 具 １ に 彫 刻 す る こ と に よ り 、
万 が 一 、 装 身 具 １ の 使 用 者 が 災 害 な ど に 遭 遇 し た 場 合 で あ っ て も 、 身 元 確 認 の 一 手 段 と し
て 活 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 考 案 に つ い て 好 適 な 実 施 形 態 を 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 考 案 は こ れ ら の 実 施 形 態
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て
種 々 の 改 良 及 び 設 計 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 装 身 具 と し て ネ ッ ク レ ス の 態 様 の も の を 示 し た が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 指 輪 、 イ ヤ リ ン グ 、 ブ ロ ー チ 等 に 適 用 す る も の で あ っ て も
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構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 蓋 体 ２ 及 び 収 容 部 ３ は 、 銀 及 び ス テ ン レ ス を 素 材 と し て 形 成 す る も の を 示 し た が
、 素 材 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 パ ラ ジ ウ ム 、 ま た は 真 鋳 等 を 利 用 し て も よ い 。
さ ら に 、 装 飾 部 ６ は 、 金 を 素 材 と し て 形 成 さ れ る も の を 示 し た が 、 素 材 は こ れ に 限 定 さ れ
る も の で な く 、 イ エ ロ ー ゴ ー ル ド 、 ピ ン ク ゴ ー ル ド 、 及 び グ リ ー ン ゴ ー ル ド 等 の 種 々 の 色
彩 の 金 を 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 貴 金 属 に 限 定 さ れ ず 、 ダ イ ヤ モ ン ド 、 エ メ
ラ ル ド 、 及 び ル ビ ー 等 の 種 々 の 宝 石 を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 装 身 具 の
使 用 者 の 嗜 好 、 及 び 予 算 に 応 じ た 装 身 具 を 作 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 装 飾 体 ６ ａ は 、 雫 を 模 し て 形 成 し た も の を 提 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 ハ ー ト や 蝶 等 を 模 し て 形 成 し た も の を 使 用 し て も 構 わ な い 。 こ れ に よ り 、 幅 広 い
デ ザ イ ン の 装 身 具 を 作 成 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 収 容 空 間 Ｓ に 収 容 さ れ る 身 体 組 織 は 一 つ に 限 ら ず 、 複 数 で あ っ て も よ い 。 さ ら に
、 身 体 組 織 と し て 装 身 具 の 使 用 者 本 人 の 毛 髪 や 爪 等 の 身 体 組 織 の 一 部 を 収 容 し て も 構 わ な
い 。 こ れ に よ り 、 万 が 一 、 装 身 具 の 使 用 者 が 災 害 な ど に 遭 遇 し た 場 合 で あ っ て も 、 装 身 具
に 収 容 さ れ た 身 体 組 織 の 一 部 に 含 ま れ る 遺 伝 情 報 を 身 元 確 認 の 一 手 段 と し て 活 用 す る こ と
が 可 能 と な る 。 そ し て 、 身 体 組 織 を 収 容 し た 状 態 で 収 容 空 間 Ｓ に シ リ コ ー ン 樹 脂 等 を 充 填
し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 身 体 組 織 は シ リ コ ー ン 樹 脂 等 に 内 包 さ れ 、 装 身 具 １ に 衝 撃 が 加
わ っ た 場 合 で も 、 収 容 空 間 Ｓ に 衝 突 す る の を 防 止 で き る た め 、 身 体 組 織 を 破 損 す る お そ れ
が な く な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 文 字 情 報 １ ３ と し て 装 身 具 の 使 用 者 の 名 前 Ｎ 及 び 住 所 Ａ を 示 し 、 写 真 Ｐ と し て 装
身 具 の 使 用 者 の 家 族 の 画 像 を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 亡 く な
っ た 家 族 （ 以 下 、 故 人 と 称 す る ） の 遺 骨 等 の 形 見 を 収 容 空 間 Ｓ に 収 容 し 、 文 字 情 報 １ ３ と
し て 故 人 の 名 前 を 彫 刻 し 、 写 真 と し て 故 人 の 顔 を 彫 刻 し た も の 等 で あ っ て も 構 わ な い 。 こ
れ に よ り 、 故 人 の 遺 骨 等 の 形 見 を 身 に 付 け る こ と が で き る と と も に 、 墓 や 仏 壇 に 代 わ り 、
本 発 明 の 装 身 具 を 用 い て 供 養 を 行 な う こ と も 可 能 で あ る 。 そ し て 、 家 族 の 一 員 と し て 大 切
な 存 在 で あ っ た ペ ッ ト が 死 ん で し ま っ た 場 合 等 に も 同 様 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 文 字 情 報 １ ３ と し て は 日 本 語 に 限 ら れ る も の で は な く 、 外 国 語 で あ っ て も 構 わ な
い 。 こ れ に よ り 、 装 身 具 の 使 用 者 が 外 国 に 滞 在 す る 場 合 で も 、 身 元 確 認 の 一 手 段 と し て 活
用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 図 １ 及 び 図 ２ に お け る 横 方 向 に 棒 軸 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ を 貫
挿 さ せ た も の を 提 示 し た が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 図 １ 及 び 図 ２ に お け
る 縦 方 向 の 略 同 一 線 上 に 位 置 す る 蓋 体 孔 部 、 収 容 孔 部 、 及 び 装 飾 孔 部 を 貫 設 し 、 棒 軸 を 挿
通 さ せ る も の で あ っ て も 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 装 身 具 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 装 身 具 の 構 成 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 装 身 具 の 構 成 を 示 す Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 装 身 具 の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ 　 装 身 具
２ 　 蓋 体
２ ｃ 　 蓋 枠 体
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３ 　 収 容 部
３ ｂ 　 収 容 枠 体
４ 　 乳 歯 の 欠 片 （ 身 体 組 織 ）
５ 　 装 身 具 本 体
６ 　 装 飾 部
７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ 　 棒 軸 （ 固 定 手 段 、 保 持 手 段 ）
９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ 　 収 容 孔 部
１ ０ 　 装 飾 孔 部
１ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ 　 蓋 体 孔 部
１ ２ 　 装 着 孔 部
１ ３ 　 文 字 情 報
１ ６ 　 シ リ コ ー ン 樹 脂 （ 水 密 充 填 材 ）
Ｓ 　 収 容 空 間
Ｐ 　 写 真
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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